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I新し灯時代の潮流を作るために1

く〉世界に平和をもたらすために私たちにできること

減副社会の浄化を進めるためには何が必要か．

期間： 1993年10月22日～30日
場所：小田原、浦和、東京他

イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
パ
ン
グ
ラ

デ
ッ
シ
ュ
、
そ
し
て
中
国
な
ど
か
ら

の
在
日
外
国
人
ゲ
ス
ト
を
も
含
め
た

七
十
余
名
が
参
加
し
、
三
日
間
に
亘

っ
て
熱
心
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。

「
冷
戦
の
終
結
以
後
、
世
界
は
大
き

く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
ク
リ
ン
ト

ン
大
統
領
は
『
チ
ェ
ン
ジ
』
を
唱
え
、

細
川
首
相
は
『
変
革
』
を
提
唱
し
て

い
る
。
今
、
新
し
い
変
化
を
求
め
て

い
る
人
は
多
く
、
皆
さ
ん
も
こ
こ
に

問
題
の
答
え
を
求
め
て
来
ら
れ
て
い

る
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
、
何
か
を
得

て
帰
っ
て
頂
き
た
い
」
と
の
住
友
義

輝
弊
協
会
会
長
の
開
会
挨
拶
に
続

新
し
い
変
化
を
求
め
て

熱
心
に
語
り
合
う

・信頼できる人との出会い

去
る
十
月
二
十
二
よ
り
三
十
日

に
か
け
て
、
第
十
七
回
の

M
A
R
日

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、

『
新
し
い
時
代

の
潮
流
を
作
る
た
め
に
』
の
テ

l
マ

の
下
、
新
装
な
っ
た
ア
ジ
ア
セ
ン
タ

ー
o
D
A
W
A
R
A
で
の
国
際
会
議

を
皮
切
り
に
、
浦
和
、
東
京
等
で
行

わ
れ
た
。

小
田
原
会
議
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
旧
ビ

ル
マ
）
、
韓
国
、
そ
し
て
台
湾
か
ら
の

海
外
ゲ
ス
ト
に
加
え
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、

・世界家族の仲間入り

マ
主
な
内
容
ム

M
A円
日
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
レ
ポ
ー
ト
｜
印

「
新
し
い
時
代
の潮

流
を
作
る
た
め
に
」

（
分
科
会
報
告
）
地
域
防
衛
協
会
大
森
覚
道
｜
叩

「
来
る
べ
き
新
し
い
時
代
に

一

必
要
な
基
本
理
念
」

一
「
生
き
る
と
い
う
こ
と
・
・
・
」
｜
｜
｜
川
町

一
1
1新
成
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

H
I

一

川

口

日

宏

一
台
湾
選
挙
浄
化
運
動
を
取
材
し
て
｜
｜
山

一

松
下
政
経
塾
研
究
員
小
野
寺
五
典

l

r
s
1

・1
き、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
旅
行
社
の
副
社

長
を
務
め
る
ビ
ッ
キ

1
・
カ
ル
マ
夫

人
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
今
年
の
夏
、
香
港
で
開
催
さ
れ
た

M
R
A
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
青
年
キ
ャ

ン
プ
に
自
分
の
孫
た
ち
が
参
加
し
て
、

と
て
も
変
わ
っ
た
。
ア
ジ
ア
の
色
々

な
国
の
青
年
と
会
う
中
で
、
新
し
い

人
生
の
意
義
を
見
出
し
た
よ
う
だ
。

そ
れ
ま
で
は
、
議
員
や
金
持
ち
の
息

子
た
ち
の
仲
間
と
共
に
、
遅
く
ま
で

外
で
遊
び
回
っ
て
い
た
が
、
今
度
は

彼
ら
を
自
分
の
家
に
連
れ
て
き
て
、

両
親
た
ち
と
共
に
時
間
を
過
ご
さ
せ

る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
彼
ら
に
違
う

形
で
心
を
遣
う
よ
う
に
な
っ
た
。
欲

し
い
物
が
簡
単
に
手
に
入
る
が
、
一

方
で
自
分
か
ら
何
か
を
与
え
よ
う
、

分
か
ち
あ
お
う
と
い
う
気
持
ち
に
欠

け
る
現
代
の
若
者
た
ち
も
、
自
分
を
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超
え
た
も

っ
と
大
き
な
生
き
る
目
的

を
求
め
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
だ
け

で
な
く
世
界
中
の
若
者
に
、
誰
か
が

そ
れ
を
示
し
て
や
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の

『
新
し
い
時
代
の
潮
流
を
作
る
』

と
い
う
テ

l
マ
こ
そ
、
若
者
に
ピ
ッ

タ
リ
す
る
も
の
で
あ
り
、
自
分
た
ち

の
人
生
は
既
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は

あ
る
が
、
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い

」
。

続
い
て
、
夫
の
ダ
ン
テ
・
カ
ル
マ

氏
は
、
来
日
す
る
三
日
前
ま
で
訪
問
、

滞
在
し
て
い
た
と
い
う
南
ア
フ
リ
カ

に
つ
い
て
触
れ
、
「
現
在
、
黒
人
と
白

人
が
共
に
和
解
を
目
指
し
て
い
る
が
、

ま
だ
ま
だ
問
題
は
多
く
、
助
け
を
必

要
と

し
て
い

る
。
是
非
皆
さ
ん
も
南

ア
フ
リ
カ
の
た
め
に
一
緒
に
祈
っ
て

欲
し
い
L

と
訴
え
た
。

日
本
は
ア
ジ
ア
に
も
っ
と

目
を
向
け
て
ほ
し
い

次
い
で
、
マ
レ
ー
シ

ア
で
M
R
A

の
専
従
と
し
て
働
い
て
い
る
パ
ト
リ

ッ
ク
・
サ

ン
タ

マ
リ
ア
氏
が
自
作
の

歌
を
歌

っ
た
後
、
次
の
よ
う
に
述
べ

た
。

二

九
七
七
年
に
高
校
を
卒
業
し
た

後
、
七
年
の
聞
に

六
回
職
を
変
え
た
。

こ
れ
は
、
仕
事
の
満
足
度
か
ら
と
い

う
よ
り
お
金

の
た
め
で
あ
り
、
当
然

1
1
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幸
せ
な
生
活
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

一
九
八
八
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

M
A
R
ス
タ
デ
ィ

1
コ
l
ス
に
参
加

し
、
そ
こ
で
人
々
の
た
め
に
奉
仕
し

よ
う
と
し
て
い
る
人
々
と
出
会
い
、

ま
た
、

M
R
A
の
正
直
、
純
潔
、
無

私
、
愛
と
い
う
道
義
標
準
を
知
っ
た
。

心
の
声
に
耳
を
傾
け
、
得
た
考
え
を

書
き
取
る
と
い
う
実
験
を
、
そ
こ
で

始
め
た
。
最
初
に
得
た
考
え
は
、
母

に
謝
る
べ
き
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

父
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
先
祖
と
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
顔
立
ち
だ
っ
た
が
、

母
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
で
ア
ジ
ア
系
の

顔
立
ち
だ
っ
た
。
ど
う
し
て
も
っ
と

父
の
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
顔

立
ち
に
産
ん
で
く
れ
な
か
っ
た
の
か

と
母
を
い
つ
も
責
め
て
い
た
の
だ
っ

た
。
得
た
考
え
に
従
っ
て
、
母
に
詫

び
、
愛
し
て
い
る
と
伝
え
た
。
ま
た
、

同
様
に
し
て
、
以
前
働
い
て
い
た
時

に
ご
ま
か
し
て
自
分
の
懐
に
入
れ
て

い
た
お
金
を
、
そ
の
経
営
者
に
返
す

と
共
に
謝
罪
し
、
彼
か
ら
と
て
も
感

謝
さ
れ
た
。

こ
の
心
の
声
を
聴
く
と
い
う
こ
と

を
今
ま
で
ず

っ
と
試
み
て
き
た
。
日

本
に
来
る
少
し
前
に
も
、
心
に
響
く

声
に
従

っ
て、

一
年
半
前
か
ら
借
り

た

ま

ま

に

し

て

い

た

守

ち

主

に

?~ 
•v 

．マレーシアのパトリック ・サンタマリア氏

叫
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返
し
、
『
恐
れ
と
罪
悪
感
か
ら
今
ま
で

返
す
こ
と
が
で
き
ず
に
申
し
訳
な
か

っ
た
』
と
電
話
し
た
。

静
か
な
時
間
を
持
ち
、
心
の
声
に

聴
き
、
そ
れ
を
書
き
取
り
、
得
た
考

え
を
行
動
に
移
す
こ
と
に
よ
り
、
自

分
の
人
生
が
変
わ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ

が
、
新
し
い
自
分
が
育
つ
た
め
の
潮

流
を
起
こ
す
源
に
な
っ
て
い
る
。
今

回
の
よ
う
な
会
議
を
通
し
て
我
々
一

人
ひ
と
り
の
中
に
生
ま
れ
る
様
々
な

内
な
る
潮
流
こ
そ
が
、
自
分
の
人
生

の
目
的
や
方
向
を
示
し
て
く
れ
る
も

の
で
あ
り
、
社
会
に
役
立
つ
も
の
と

な
る
こ
と
を
信
じ
て
い
る
」
。

同
夜
聞
か
れ
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

は
、
台
湾
で
や
は
り

M
R
A
の
専
従

と
し
て
働
い
て
い
る
張
清
江
氏
が
次

の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
一
九
八
五
年
に
台
湾
の

M
R
A
の

劉
仁
州
氏
が
こ
の
小
田
原
会
議
に
参

加
し
、
上
海
出
身
の
在
日
中
国
人
の

青
年
と
会
っ
た
。
初
め
は
二
人
と
も

神
経
質
に
な
り
緊
張
し
て
い
た
が
、

会
議
の
終
わ
る
頃
に
は
互
い
に
打
ち

解
げ
、
そ
の
後
も
連
絡
を
取
り
あ
っ

た
。
昨
年
、
そ
の
上
海
出
身
の
彼
が
、

劉
氏
を
初
め
、

M
R
A
の
ア
ジ
ア
人

の
グ
ル
ー
プ
と
上
海
の
青
年
団
体
が

交
流
で
き
る
よ
う
ア
レ
ン
ジ
し
て
く

れ
た

0

．

て
今
年
の
九
月
、
台
北

の
師
範
大
学
の

M
R
A
の
活
動
を
歌

を
通
し
て
伝
え
て
い
る
シ
ン
グ
ア
ウ

ト
の
グ
ル
ー
プ
の
四
十
名
程
の
学
生

を
含
む
五
十
余
名
の
青
年
が
、
同
様

の
ア
レ
ン
ジ
で
上
海
に
迎
え
ら
れ
、

五
日
間
の
滞
在
期
間
中
に
、
三
回
の

公
演
を
行
な
い
、
上
海
の
学
生
と
の

交
流
を
行
な
っ
た
。
来
年
以
降
も
、

中
国
各
地
を
訪
れ
て
、
青
年
た
ち
と

の
交
流
を
さ
ら
に
盛
ん
に
し
て
い
き

た
い
。
こ
の
よ
う
な
交
流
が
生
ま
れ

る
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
た
の
が
、

こ
の
会
議
で
あ
り
、
開
催
し
て
く
れ

た
日
本
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
＼

続
い
て
、
北
京
か
ら
来
日
し
、
日

本
で
現
在
研
究
活
動
を
し
て
い
る
中

国
人
の
参
加
者
は
、
「
日
本
の
倫
理

・

道
徳

・
社
会
教
育
に
つ
い
て
学
ん
で

い
る
が
、
こ
の
成
果
を
中
国
の
た
め

に
役
立
て
た
い
。
今
、
中
国
で
は
生

活
水
準
は
向
上
し
て
い
る
が
、
環
境

は
悪
化
し
つ
つ
あ
り
、
既
に
イ
タ
イ

イ
タ
イ
病
が
発
生
し
て
い
る
。
環
境

問
題
の
解
決
に
は
、
政
府
の
力
や
法

律
も
勿
論
必
要
だ
が
、
同
時
に
国
民

の
教
養
と
価
値
観
を
高
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
自
発
的
に
環
境
を
守

る
と
い
う
意
識
な
し
に
は
解
決
は
で

き
な
い

。
こ

の
M
R
A
会
議
を
通
し

一
九
九
三
年
の

ミ
J

動
（
園
内
・
海
外
）

海
外

国
内

一
月

・
関
西
月
例

会

「

政

治

改

革

」

一

（

講

師

住

友

電

気

工

業

相

談

役

亀

井

正

夫

氏

）

一

．
東
京
月
例
会
「
信
頼
さ
れ
る
政
治
と
国
民
の
責
任
」
シ
リ
ー
ズ
③
一

（
講
師

日

本

新

党

参

議

院

繊

員

寺

津

芳

男

氏

）

一

一一月
－
第
十
八
回
通
常
総
会

新
春
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

（ゲ
ス
ト
松
下
政
経
塾
研
究
員
小
野
寺
五
典
氏
）

・
関
西
月
例
会
「
精
神
医
学
と

M
R
A
」

（講
師
医
学
博
士
阪
本
正
男
氏
）

一一一月
・
第
二
十
四
回
コ

l
円
卓
会
議
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

．
関
西
月
例
会
「
美
し
い
地
球
を
子
供
達
に
」

（
講
師
地
球
村
運
動
代
表
高
木
善
之
氏
）

．
第
二
十
五
回
コ
｜
円
卓
会
議
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

四
月

－
コ
i
円
卓
会
議
中
間
会
議
東
京
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
関
西
月
例
会
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
報
告
」

（
弊
協
会
専
務
理
事
藤
回
幸
久
）

五
月

－
関
西
月
例
会

月
－
東
京
月
例
会
「
コ
｜
円
卓
会
議
華
南
報
告
会
」

－
イ
ン
ド
国
際
会
議

．． 
今 M 第
二R+
;. A九
γ南回

づ雪量
二ャ膏

言えま
シ l夕
、，〆 τ「

イ
ア．
Jレム
ゼプ
〆〆

ス
チ
ン f、
）イ

，〆

ド

一

－
M
R
Aプ
ノ
ン
ベ
ン
国
際
セ
ミ
ナ
ー
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）

一

－
ヨ
ル
ダ
ン
・
イ
ギ
リ
ス
青
年
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
イ
ギ
リ
ス

一

－
コ
｜
円
卓
会
議
中
閉
会
議
華
南
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
中
国
）

一

・
M
R
A
北
欧
チ

l
ム
、
エ
ス
ト
ニ
ア
訪
問

一

－
M
R
A
国
際
チ
ー
ム
、
ウ
ガ
ン
ダ
訪
問

一

－
バ
ル
ト
沿
岸
諸
国
会
機

（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

一

・
ナ
イ
ロ
ビ

M
R
A
会
磯
（
ケ
ニ
ヤ
）

一

－
M
R
A
ア
ジ
ア
チ
｜
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
訪
問

一

－
リ

ッ
チ
モ
ン
ド
国
際
都
市
問
題
会
機
（
ア
メ
リ
カ
）

一

・
汎
ア
フ
リ
カ
会
機
（
カ
メ
ル

l
ン）

九｜・・・・｜七
月｜第代第第関 i月

図表四二酉 IS 
＋参回十月｜八
七加ア六例｜月
回 ジ回会
M アコ
R ・l
A 太 円
コ平卓
I i羊会
世膏議
界年ミ
大キ｜
会 ャ テ
に ンィ

代プン
表（グ
参香
加港

中
国

．．．．． 
第 M第 M M 
四 R四 R R 
十 A 回 A A 
七国アヨ国
国際ジ｜際
M チアロ音
R I・ツ楽
A ム太パ家
コ、平育会
｜上洋年議
世海青キ （
界訪年ヤボ
大間キン l
会 ャ プ ラ
f 『 J〆〆「 J〆

ス プ ポ ド
イ（｜）

ス香ラ
） 港 ン

・ド
中 ）

国

－
東
京
月
例
会
「
M
R
A
国
際
会
議
報
告
会
」

一

－
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ロ
シ
ア
）

一

－
台
湾
M
R
A
シ
ン
グ
ア
ウ
ト
グ
ル
ー
プ
、
上
海
公
演
（
中
国
）

十
月

．
第
十
七
回
M
R
A
日
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

．
第
十
六
回
関
西
秋
季
大
会

＋
一
月

・
関
西
月
例
会
「
と
に
か
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
国
カ
ン
ボ
ジ
ア
」
一

一

－
国
際
連
絡
調
整
会
磯

（
キ
プ
ロ
ス
）

（
講
師
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー

ナ

リ

ス

ト

大

石

芳

野

氏

）

一

一

－
M
R
A
国
際
チ

l
ム
、
レ
バ
ノ
ン
訪
問

．
第
二
十
七
回
コ
｜
円
卓
会
機
ミ
ー
テ
ィ

ン

グ

－

十
二
月

．
関
西
月
例
会

－
第
十
九
回
通
常
総
会

M
R
A
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

（
ゲ
ス
ト
尾
崎
行
雄
記
念
財
団
副
理
事
長
相
馬
雪
香
氏
）

「

i
イ
ギ
リ
ス

M
R
A
グ
ル
ー
プ
」
一
回
目
の
中
国
訪
問
（
中
国
）

一

－
M
R
A
キ
ヤ
ン
ベ
ラ
・
セ
ミ
ナ
ー
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

一

・
M
R
A
青
年
海
岸
キ
ャ
ン
プ
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

一

－
コ

l
冬
季
大
会

（ス
イ
ス
）
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て
、
色
々
な
人
々
か
ら
学
び
、
中
国

の
人
た
ち
が
環
境
問
題
や
社
会
を
よ

り
良
く
す
る
た
め
の
意
識
を
高
め
ら

れ
る
よ
う
な
方
法
を
学
び
た
い
」
と

述
べ
た
。

こ
の
後
、
現
在
東
京
大
学
の
大
学

院
で
ア
ジ
ア
各
国
の
保
健
制
度
を
研

究
中
の
ス
マ
ナ
・
バ
ル
ア
氏
（
パ
ン

グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
）
は
、
こ
れ
ま
で
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
や
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ

な
ど
で
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
医
療

向
上
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
な
が
ら
次
の

よ
う
に
話
し
て
く
れ
た
。

「
子
供
の
時
に
、
自
分
の
村
で
妊
婦

が
出
産
の
時
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
れ
が
、
将
来
医
者
に
な
ろ
う

と
い
う
決
心
を
す
る
き
っ
か
け
に
な

っ
た
。
十
七
年
前
に
日
本
に
来
て
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
日
本
語
を

学
び
、
学
費
を
貯
め
、
そ
の
後
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
に
行
っ
て
医
学
を
学
ん
だ
。

そ
の
聞
に
日
本
人
の
依
頼
で
レ
イ
テ

島
の
あ
る
村
で
教
育
の
た
め
日
本
の

学
生
た
ち
を
受
け
入
れ
て
も
ら
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
レ
ン
ジ
を
し
た
。

戦
争
の
傷
跡
の
多
く
残
る
レ
イ
テ
島

の
こ
の
村
で
も
、
準
備
に
行
っ
た
私

に
あ
る
老
人
が
、
司
自
分
の
父
親
は
自

分
の
自
の
前
で
日
本
人
に
殺
さ
れ
、

孤
児
と
な

っ
た
私
は
本
当
に
苦
労
し

た
。
日
本
人
の
顔
な
ど
見
た
く
も
な

い
』
と
言
っ
た
。
こ
の
言
葉
に
く
じ

け
ず
、
何
回
も
粘
り
強
く
説
得
し
た

結
果
、
『
分
か
っ
た
。
戦
争
は
戦
争
。

新
し
く
友
だ
ち
に
な
ろ
う
』
と
つ
い

に
言
っ
て
く
れ
た
。
日
本
も
ア
ジ
ア

の
一
つ
の
国
で
あ
り
、
兄
弟
で
あ
る
。

ど
う
か
ア
ジ
ア
に
も

っ
と
目
を
向
け

て
欲
し
い
」
。

ア
ジ
ア
に
求
め
ら
れ
る

憎
し
み
や
恨
み
の
克
服

二
日
目
も
朝
の
全
体
会
議
か
ら
始

ま
っ
た
。
韓
国
外
国
語
大
学
で
ア
ラ

ブ
文
化
を
教
え
る
関
丙
華
氏
は
、
「
学

生
時
代
は
熱
心
に

M
R
A
の
活
動
を

し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
兵
役
を
経

て
学
究
生
活
に
入
り
、

M
R
A
の
活

動
を
離
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、

M
R
A
の
四
つ
の
道
義
標
準
が
自
分

の
心
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」

と
述
べ
、
更
に
、
「
ア
ジ
ア
は
悲
し
い

歴
史
を
共
有

b
て
い
る
が
、
憎
し
み

や
恨
み
を
克
服
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
過
去
の
感
情
を
将
来
も
引

き
ず
っ
て
い
く
べ
き
な
の
か
。
何
の

た
め
に
？
答
え
は
否
で
あ
る
。
こ

の
会
議
で
お
互
い
庁
変
わ
る
H

と
い

う
こ
と
．

二
一
一
一
口
し
合
お
う
」
と
提
案

し
た
。

ま
た
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
で
あ
る
キ
ョ
ウ
・
ウ
ィ
ン
・
ト

ン
氏
は
、
日
本
で
設
立
し
た
会
社
で

雇
用
し
た
日
本
人
社
員
と
の
ト
ラ
ブ

ル
に
言
及
し
、
「
裁
判
を
す
れ
ば
勝
て

る
こ
と
は
確
信
し
て
い
た
が
、
こ
と

を
荒
立
て
ず
、
忍
耐
力
を
以
て
彼
を

許
す
こ
と
に
し
、
話
し
合
い
で
の
解

決
の
道
を
探
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
考
え
方
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な

っ
た
の
も
、

M
R
A
か
ら
学

ん
だ
価
値
観
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ

た。静
か
な
時
を
持
つ
大
切
さ

午
後
に
は
、

『
世
界
に
平
和
を
も
た

ら
す
た
め
に
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
』

の
テ

i
マ
で
分
科
会
が
開
か
れ
、
夕

食
後
に
は
恒
例
の
『
文
化
の
夕
べ

』

が
開
催
さ
れ
た
。
台
湾
と
中
国
の
参

加
者
が
一
緒
に
中
国
の
歌
を
合
唱
し

た
の
を
初
め
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
韓
国

等
々
の
歌
が
続
い
た
が
、
圧
巻
だ
っ

た
の
は
、
前
述
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ウ
ィ

ン
・
ト
ン
氏
に
よ
る
本
格
的
な
ミ
ャ

ン
マ
ー
民
族
舞
踊
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

本
年
も
伊
藤
乃
ぶ
子
（
花
柳
由
女
）

さ
ん
の
素
晴
ら
し
ぃ

4
・
顎
踊
が
花

．ノfングラデッシュのス？ナ ・パ／レア氏
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を
添
え
て
く
れ
、
ま
た
、
伊
藤
さ
ん

の
指
導
で
炭
坑
節
の
楽
し
い
輪
が
拡

が
っ
た
。

三
日
目
は
、
『
政
治
と
社
会
の
浄
化

を
進
め
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か
』

の
テ

l
マ
で
分
科
会
が
開
か
れ
た
後
、

午
後
に
は
最
後
の
全
体
会
議
が
聞
か

れ
た
。二

回
の
分
科
会
の
ま
と
め
と
し
て

埼
玉
国
際
交
流
語
学
院
の
榊
た
か
子

理
事
長
は
、
「
世
界
の
平
和
も
、
政
治

や
社
会
の
浄
化
も
、
結
局
は
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
変
わ
る
よ
う
に
努
力

す
る
こ
と
に
尽
き
る
。
組
織
は
人
が

動
か
す
の
で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
のま.:":.._ 

決
意
と
．

士

大
切
で
あ
る
。
過
去

の
歴
史
を
し
っ
か
り
と
知
り
、
認
め
、

新
し
い
時
代
に
向
か
っ
て
カ
を
併
せ

て
、
宇
宙
規
模
で
考
え
各
国
が
力
を

併
せ
て
地
球
を
守
る
た
め
全
力
を
尽

く
す
こ
と
が
必
要
L

と
述
べ
た
。

ま
た
、
三
十
数
年
振
り
に

M
R
A

の
会
議
に
参
加
さ
れ
た
小
田
原
市
議

会
議
員
の
今
井
英
龍
氏
は
、
「
一
二
十
年

以
上
前
の

M
R
A
の
体
験
が
身
に
染

み
て
い
る
。
こ
の
三
日
間
の
会
議
を

通
じ
て
、
さ
ら
に
正
直
に
私
欲
を
抜

い
て
社
会
の
た
め
に
尽
く
す
こ
と
の

大
切
さ
を
感
じ
た
L

と
述
べ
た
。

続
い
て
、
国
際
開
発
セ
ン
タ
ー
に

勤
務
す
る
飯
島
亜
由
子
さ
ん
は
、
「
大

学
生
の
時
、
台
湾
で
聞
か
れ
た

M
R

A
国
際
青
年
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
、

そ
こ
で
台
湾
の
女
性
か
ら
日
本
人
が

嫌
い
と
い
わ
れ
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
。
そ
う
い
う
人
た
ち
の
た
め
に
何

か
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
、

今
の
仕
事
を
選
ん
だ
。
研
修
で
来
る

パ
キ
ス
タ
ン
人
が
イ
ン
ド
人
を
嫌
っ

て
い
る
の
を
知
っ
た
。
国
同
士
が
憎

し
み
合
う
か
ら
個
人
同
士
も
憎
し
み

合
う
と
い
う
の
に
は
疑
問
を
感
じ
た
。

日
本
人
と
し
て
と
い
う
の
で
は
な
く
、

世
界
の
中
で
憎
し
み
合
う
人
た
ち
の

た
め
に
何
か
橋
渡
し
が
出
来
れ
ば
と

．伊藤）＇；ぶ fーさんの指持て、／,kJ/di↑jをu，る

思
う
。
ま
た
、
自
分
．

の
世
代
が

異
な
っ
た
民
族
の
人
た
ち
に
悪
い
感

情
を
持
た
ず
に
す
む
よ
う
に
育
て
て

い
き
た
い
。
仕
事
の
忙
し
さ
に
か
ま

け
ず
、
静
か
な
時
間
を
持
っ
て
、
自

分
が
何
を
し
て
い
く
べ
き
か
を
探
っ

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
会
議
に
も
全
て
参
加
さ
れ

た
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー

o
D
A
W
A
R

A
所
長
の
中
山
啓
介
氏
は
、
「
三
十
一

年
前
に
、
日
本
は
勿
論
、
世
界
中
の

M
R
A
の
方
々
か
ら
心
を
寄
せ
て
頂

き
、
こ
の
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
が
出
来

た
。
こ
う
し
て

M
R
A
の
会
議
で
皆

さ
ん
を
お
迎
え
で
き
、
建
物
も
喜
ん

で
い
る
と
感
じ
る
。
こ
の
ア
ジ
ア
セ

ン
タ
ー
が
、
ア
ジ
ア
は
勿
論
、
世
界

の
人
々
と
の
、
ま
た
、
地
域
に
根
を

下
ろ
し
た
出
会
い
の
場
所
と
し
て
使

命
を
果
た
せ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
L

と
述
べ
た
。

最
後
に
パ
ト
リ
ッ
ク

・
サ
ン
タ
マ

リ
ア
氏
が
、
「
こ
の
会
議
で
話
し
合
っ

た
内
容
は
忘
れ
て
頂
い
て
も
構
わ
な

い
が
、
静
か
な
時
間
を
持
つ
と
い
う

こ
と
だ
け
は
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
。

静
か
な
時
間
を
持
つ
こ
と
、
反
省
す

る
こ
と
、
膜
想
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

M
R
A
の
人
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う

と
一
緒
に
な
れ
る
。
静
か
な
時
間
を

（。
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ウキヤす中路披

a

4

を

h

j

札

ド

問

費
も
勺
紬
冒
似

持
っ
て
、
浮
か
ん
だ
考
え
を
書
き
留

め
、
そ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
が
大
切
o

M
R
A
と
は
理
念
を
行
動
に
移
す
と

い
う
こ
と
で
、
行
動
が
無
け
れ
ば
、

理
念
は
力
を
失
っ
て
し
ま
う
。
忙
し

い
人
は
、
静
か
な
時
間
を
五
分
で
も

十
分
で
も
持
つ
こ
と
か
ら
始
め
て
ほ

し
い
。
も
し
忙
し
過
ぎ
る
よ
う
だ
っ

た
ら
、
逆
に
二
十
分
か
三
十
分
持
っ

て
下
さ
い
」
と
述
べ
た
。

小
田
原
会
議
を
終
え
た
翌
日
、
海

外
の
ゲ
ス
ト
は
箱
根
を
訪
れ
た
が
、

秋
晴
れ
の
好
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
富

士
山
も
は
っ
き
り
と
眺
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
続
い
て
の
浦
和
の
訪
問
で



は
埼
玉
国
際
交
流
語
学
院
で
の
中
国

人
就
学
生
た
ち
の
日
本
語
の
勉
強
の

様
子
を
見
学
し
た
の
を
初
め
、
岩
槻

市
の
東
玉
で
日
本
人
形
の
美
に
触

れ
、
ま
た
、
埼
玉
園
芸
市
場
へ
の
訪

問
で
は
、
大
野
社
長
か
ら
日
本
の
花

市
場
の
説
明
を
受
け
た
り
、
美
し
い

花
の
咲
き
誇
る
温
室
等
を
案
内
し
て

頂
い
た
。
ま
た
、
国
産
工
業
社
長
北

口
さ
ん
の
お
宅
で
の
ホ
！
ム
ス
テ
イ

も
体
験
で
き
、
日
本
へ
の
理
解
を

一

層
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
好
評
で

あ

っ
た。

三
十
日
の
東
京
で
の
最
後

の
集
会
を
終
え
、
海
外
の
ゲ
ス
ト
は

帰
国
の
途
に
就
い
た
。
今
回
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
お
世
話
に
な

っ
た
多
く

の
方
々
に
心
か
ら
の
感
謝
の
意
を
表

し
な
が
ら
、
こ
の
レ

ポ
ー
ト
を
終
え

た
し

．会議の介，mには体燥でリラックス

． 

！こ

e7o名以上が参加した小国原国際会議

M円Aビデオのご案内

明日を愛するがゆえ
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ドイツを仲間外れIぞして
ョーロツ｝＼の再建7Jできますか？

． 

1898年生まれ。第二次大戦中、反ナチ抵抗運動の医療現を組織して翻った。

三男をゲシュタポに拷問され、フランス人そして母親としてドイツとドイツ

人を心から憎んだ。戦後間もなくスイスのMRA世界大会に参加したが、ドイ

ツ人がいるのを見て直ちに帰ろうとした。しかし、ブックマン博士に「ドイ

ツ人を除外してどうしてヨーロッパの融合と再建が出来るのかJと説得され、

三日三晩寝ずに悩んだ末、ドイツ人を許し憎しみを謝罪した。その後、独仏

関の関係改善に尽力し、後のEC設立のきっかげを作った。マルセーユ選出の

国会議員や仏社会党中央執行委員等も務め、世界各国を訪れ融和を説いた。

1987年、 88歳で没する。
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独仏の歴史的和解は勇気ある

人々により始められ後のEC

設立の礎となった。

臨謹話語障隆副
お申し込みは

MRA事務局ヘ



警護警護憲室語塾雲謹護憲霊護

来
る
べ
き
新
し
い
社
会
に

必
暑
な
基
本
理
念

H
分
科
会

C
に
参
加
し
て
H

地
球
防
衛
協
会

大
森
覚
道

去
る
十
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
、
第
十
七
回
M
R
A国
際
会

議
、
か
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
o
D
A
W
A
R
A
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
が
参

加
し
た
分
科
会
C
で
の
皆
様
の
ご
発
言
と
、
私
の
発
言
を
通
し
て
感
じ
た

こ
と
を
、
私
な
り
に
ま
と
め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
き
な
流
れ
の
根
底
に

あ
る
も
の

今
や
人
類
は
大
き
な
方
向
転
換
期

に
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
大
き
な
流
れ

の
底
流
は
、
二
十
一
世
紀
へ
．
の
人
類

の
生
き
残
り
の
か
か
っ
た
現
代
文
明

の
根
元
的
な
誤
り
を
正
す
た
め
の
、

静
か
に
し
て
、
し
か
し
止
め
る
こ
と

の
出
来
な
い
、
大
き
な
流
れ
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
即
ち
、
今
日
ま
で
、

私
た
ち
人
類
は
有
限
の
地
球
を
無
限

と
考
え
、
経
済
成
長
第
一
主
義
に
走

り
、
天
地
の
道
理
を
無
視
し
て
資
源

を
使
い
捨
て
、
公
害
を
発
生
さ
せ
、

地
球
生
態
系
を
破
壊
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
今
後
と
も
こ
の
方
向
を
進
む

な
ら
ば
、
人
類
の
滅
亡
は
、
火
を
見

る
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。し

か
し
、
そ
の
抜
本
的
な
対
策
が

立
た
ず
、
い
ず
れ
の
方
向
に
進
む
べ

き
か
迷
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
新
し
い
潮
流
を
作

る
た
め
に
は
、
先
ず
「
危
機
の
本
質

は
何
で
あ
る
か
L

を
確
認
し
、
次
に
、

そ
の
「
抜
本
的
な
対
策
は
い
か
に
す

べ
き
か
」
を
究
明
し
、
し
か
る
後
に

「
実
現
可
能
な
方
法
と
手
順
を
考

え
＼
自
分
の
身
の
回
り
か
ら
、
自
分

の
カ
で
出
来
る
こ
と
を
、
急
が
ず
焦 警警護憲護憲警護謹護憲警護憲護憲

ら
ず
、
一
歩
一
歩
大
必

零

み
し
め

な
が
ら
確
実
に
前
進
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

来
る
べ
き
社
会
は
「
自
然

順
応
生
成
発
展
型
社
会
」

現
代
の
危
機
の
本
質
は
何
か
。
そ

れ
は
人
類
の
二
つ
の
大
き
な
誤
り
に

あ
る
と
考
え
ま
す
。

第
一
が
、
有
限
の
地
球
を
無
限
と

誤
認
し
た
こ
と
。

第
二
が
、
人
類
が
自
然
生
態
系
の

一
員
で
あ
り
、
自
然
の
恵
み
に
よ
っ

て
「
生
か
さ
れ
て
い
る
」
事
実
を
見

落
と
し
た
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
誤
り
が
、
絡
み
合
っ

て
様
々
な
危
機
が
発
生
し
て
い
る
と

考
え
ま
す
。
そ
の
最
大
の
も
の
が
、

経
済
成
長
即
人
間
の
幸
福
と
考
え
、

天
地
の
道
理
を
無
視
し
て
、
自
然
を

収
奪
し
、
資
源
使
い
捨
て
の
「
自
然

破
壊
の
滅
亡
型
社
会
」
を
形
成
し
た

こ
と
で
す
。

従
っ
て
、
来
る
べ
き
社
会
は
、
人

類
は
自
然
生
態
系
の
一
員
と
し
て
、

天
地
の
道
理
に
従
っ
て
、
自
然
の
生

成
力
を
増
殖
し
な
が
ら
、
そ
の
余
剰

資
源
を
自
然
の
調
和
を
乱
さ
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
人
生
が
営
ま
れ
社
会

が
活
動
す
る
「
自
然
順
応
の
生
成
発

展
型
社
会
L

に
改
め
て
、
人
聞
が
他

の
生
命
と
共
に
生
き
る
新
し
い
社
会

に
進
化
向
上
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。

「
絶
対
愛
」

の
変
革

に
よ
る
社
会

で
は
、
そ
の
よ
う
な
社
会
を
ど
の

よ
う
な
方
法
と
手
順
を
以
て
実
現
出

来
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
は
、
私

た
ち
が

M
R
A
の
「
絶
対
の
愛
」
に

目
覚
め
る
こ
と
が
第
一
歩
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

絶
対
愛
と
は
最
高
の
愛
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
即
ち
、
愛
は
低
い
次
元

の
愛
か
ら
高
い
次
元
の
愛
へ
進
化
向

上
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
地

上
に
本
当
の
平
和
が
訪
れ
る
と
思
い

ま
す
。人

間
は
誰
で
も
生
ま
れ
た
時
か
ら
、

自
分
が
生
き
よ
う
と
す
る
本
能
的
な

「
自
己
愛
」
が
あ
り
ま
す
。
や
が
て
、

父
母
を
敬
い
兄
弟
を
労
わ
る
「
家
族

愛
」
に
進
み
、
知
識
の
向
上
と
共
に

「
民
族
愛
」
に
、
さ
ら
に
「
人
類
愛
」

に
進
む
時
、
こ
の
世
か
ら
戦
争
は
消

滅
す
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
二
十

一
世
紀
を
迎
え
る
た
め
に
は
、
さ
ら

に
一
歩
前
進
し
て
、
全
て
の
生
命
を

い
と
お
し
む
「
慈
悲
の
愛
」
に
ま
で

-7-



進
化
向
上
し
、
人
類
が
自
分
を
生
か

し
て
く
れ
る
他
の
生
命
に
感
謝
の
誠

を
捧
げ
、
他
の
生
命
と
共
に
生
き
よ

う
と
考
え
る
「
基
本
理
念
」
を
形
成

す
る
こ
と
が
、
来
る
べ
き
新
し
い
社

会
の
根
底
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
基
本
理
念
」
に
立

っ
て
、
こ
の
視
点
か
ら
先
ず
教
育
を

正
し
、
正
し
い
人
生
観
、
労
働
観
を

確
立
す
る
時
、
正
し
い
資
本
観
が
生

ま
れ
、
今
日
ま
で
の
「
最
も
少
な
い

労
力
を
以
て
、
最
大
の
利
益
を
獲
得

し
よ
う
と
す
る
現
代
資
本
主
義
の
体

質
」
が
改
め
ら
れ
、
全
て
の
人
の
幸

福
を
実
現
し
た
い
と
の
願
い
を
込
め

た
正
し
い
経
済
、
「
経
世
済
民
」
の
新

し
い
経
済
体
制
が
確
立
さ
れ
る
で
し

ょ〉つ。人
類
の
過
去
を
省
み
れ
ば
、
初
め

は
カ
の
強
い
者
が
勝
つ
テ
イ
ク
・
ア

ン
ド
・
テ
イ
ク
の
「
力
の
論
理
」
の

海
賊
経
済
か
ら
、
次
に
は
損
得
打
算

の
上
手
な
ギ
ブ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ
ク

の
「
打
算
の
論
理
」
の
第
二
経
済
に

進
み
、
そ
れ
が
今
や
行
き
詰
ま
っ
て

「
慈
悲
の
論
理
＼
ギ
ブ
・
ア
ン
ド
・

ギ
ブ
の
第
三
経
済
に
進
化
向
上
す
る

過
渡
期
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

「
朝
顔
に
つ
る
べ
取
ら
れ
て
貰
い
水
」

を
す
る
、
や
さ
し
い
心
を
根
底
と
し

た
経
済
社
会
へ
と
人
類
の
大
き
な
潮

流
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

先
ず
自
分
に
出
来
る
こ
と

か
ら
始
・
め
る

こ
の
「
新
し
い
時
代
の
潮
流
を
作

る
」
前
提
と
な
る
の
が
、
「
絶
対
愛
L

を
行
動
原
理
と
す
る

M
R
A
の
使
命

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は

M
R
A

の
会
員
で
あ
る
と
共
に
日
本
人
で
あ

り
、
鎌
倉
に
住
ん
で
お
り
ま
す
か
ら
、

「
い
ざ
鎌
倉
」
の
合
い
言
葉
の
よ
う
に
、

鎌
倉
か
ら
こ
の
潮
流
の
源
流
を
発
し

た
い
と
の
願
い
を
込
め
て
、
私
財
を

投
じ
つ
つ
さ
さ
や
か
な
運
動
を
二
十

年
間
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
の

力
で
出
来
る
方
法
と
し
て
、
鎌
倉
駅

の
上
り
ホ

l
ム
の
中
央
・
グ
リ
ー
ン

車
の
乗
車
位
置
か
ら
見
え
る
民
家
の

屋
上
を
借
り
、
横
十
メ
ー
ト
ル
の
掲

示
板
を
設
置
し
て
、
私
の
考
え
を
訴

え
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
究
極
の
願
い
と
す
る
と
こ
ろ

は
、
日
本
が
先
ず
目
覚
め
て
、
打
算

の
論
理
か
ら
愛
の
論
理
に
、
さ
ら
に

進
ん
で
、
慈
悲
の
論
理
ま
で
進
化
向

上
し
て
、

自
然
を
収
奪
す
る
こ
と
な
く
、

他
国
向
富
を
奪
う
こ
と
な
く
、

日
本

a・
町
に
降
り
注
ぐ
然
の

み、空
気
と
水
と
太
陽
の
光
を
、

近
代
科
学
技
術
を
以
て
有
効
に
活

用
し
、

無
限
の
富
を
生
成
し
、

す
べ
て
の
物
を
循
環
活
用
し
て
、

天
地
と
共
に
生
成
発
展
す
る
、

真
（
神
）
理
の
国
を
実
現
し
、

進
ん
で
世
界
の
平
和
と
、

人
類
の
「
し
あ
わ
せ
」
の
た
め
に
、

絶
対
愛
と
絶
対
の
無
私
の
心
境

で、奉
仕
す
る
「
道
義
大
国
L

に
な
っ

て
貰
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
よ
う
な
大
い
な
る
願
い
を
胸
の
奥

深
く
に
抱
き
つ
つ
、
何
気
な
く
近
隣

の
人
の
た
め
に
、
自
分
で
出
来
る
こ

と
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
常
に
、

向
こ
う
三
軒
両
隣
が
仲
良
く
な
る
こ

と
が
世
界
平
和
の
第
一
歩
で
あ
り
、

「
新
し
い
時
代
の
潮
流
を
作
る
た
め
」

の
一
雫
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
小
さ
な
一
雫
で
も
集
ま
れ
ば

や
が
て
、
「
さ
み
だ
れ
を
集
め
て
早
し

最
上
川
」
の
句
の
よ
う
に
、
大
い
な

る
流
れ
に
な
る
と
信
じ
ま
す
。
（
終
）

大
森
氏
が
鎌
倉
駅
頭
の
掲
示
板
に

書
か
れ
た
原
稿
を
ご
希
望
の
方
は
お

申
し
込
み
下
さ
れ
ば
進
呈
い
た
し
ま

す
O

（
事
務
局
）

．
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「生きるということ・・・・・」

＝新成人へのメッセージ、＝

日 と と
Eヨ必ゐ川口

は
じ
め
に
・

人
間
の
一

生

人
間
の
一
生
は
春
（
成
長
、
学
習
）
、

夏
（
労
働
、
家
庭
、
社
会
）
、
秋
（
迷

い
）
、
冬
（
死
）
に
た
と
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
春
夏
秋
冬
の

季
節
は
突
然
の
死
に
よ
っ
て
終
わ
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
。
病
気
と
事
故

で
す
。
私
は
今
五
十
六
歳
。
子
供
の

こ
ろ
か
ら
健
康
で
高
校
ま
で
ほ
と
ん

ど
休
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
の
に
、

原
因
不
明
の
白
血
病
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
の
八
月
に
あ
と
一
ヵ
月
プ
ラ
ス

α
と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、
半
年
た
っ

て
な
ん
と
か
生
き
て
い
ま
す
。
（
一
九

九
四
年
一
月
八
日
書
）

「
日
日
パ
ト
」

今

6
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ι
 

予
ベ
リ
こ

tん

m
が
今
日

二
十
歳
の
皆
さ
ん
、
皆
さ
ん
も
い

つ
か
は
死
に
ま
す
。
暗
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
か
。
い
つ
か
終
わ
る
命
と

思
え
ば
、
生
き
て
い
る
こ
と
が
ほ
ん

と
う
に
い
と
お
し
く
な
り
ま
せ
ん
か
。

そ
し
て
、
こ
の
与
え
ら
れ
た
時
問
、

人
生
を
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か
、
今

日
、
一
人
に
な
っ
た
ら
、
ま
だ
先
が

長
い
の
で
、
ゆ
っ
く
り
考
え
て
く
だ

さ
る
で
し
ょ
う
。

①
春
か
ら
夏
ヘ
・

人
生
の
ヒ
ン
ト
学
ぶ

星
野
富
弘
さ
ん
の
詩
と
絵
は
多
く

の
人
に
感
動
を
与
え
ま
す
。
彼
は
体

操
の
先
生
で
し
た
が
回
転
に
失
敗
し

． 
f皆成社刊より

台
日
間野日生道ク匂

白
rdの集市

問詩の
し

rν】

。

て
首
を
折
り
、
ほ
と
ん
ど
の
筋
肉
が

動
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

口
に
筆
を
く
わ
え
て
（
横
向
き
で
）

絵
を
書
く
技
術
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。

大
変
な
努
力
で
す
。

彼
の
作
品
を
集
め
た
美
術
館
で
、

彼
が
口
に
筆
を
く
わ
え
て
書
き
始
め

た
頃
の
字
を
見
て
、
字
が
何
も
読
め

な
い
こ
と
に
胸
を
つ
か
れ
ま
し
た
。

彼
は
こ
こ
か
ら
始
め
た
の
で
す
。
皆

さ
ん
の
多
く
は
ま
だ
学
校
に
在
学
中

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
う
じ
ゃ
な
い

方
も
表
面
的
で
は
な
く
、
本
当
に
人

生
の
力
に
な
る
基
礎
を
貧
欲
に
勉
強

さ
れ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
。
人
間

の
可
能
性
は
ど
こ
に
あ
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。

②
結
婚

結
婚
も
こ
の
時
期
の
大
き
な
テ
ー

マ
で
す
。
私
は
と
て
も
魅
力
的
な
妻

に
な
る
人
に
恋
を
し
ま
し
た
が
、
彼

女
は
世
間
的
に
み
る
と
い
ろ
い
ろ
難

し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
年
齢
が

六
歳
上
、
病
気
を
し
た
の
で
子
供
が

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

す
。
私
は
と
て
も
常
識
的
な
家
庭
に

育
っ
た
の
で
こ
れ
は
大
問
題
で
し
た
。

そ
し
て
、
つ
く
づ
く
、
人
を
愛
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
人
の
一
切
を

自
分
の
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ

と
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
ぼ
ん
や
り
し
た
気
持
ち

で
結
婚
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
相
手

を
や
は
り
一
回
き
り
の
人
生
し
か
な

い
い
と
お
し
い
人
と
し
て
受
け
入
れ

て
下
さ
い
。
は
な
は
だ
残
念
で
す
が
、

人
間
の
心
は
い
い
か
げ
ん
で
、
一
度

の
決
心
で
も
う
大
丈
夫
と
は
い
か
な

い
の
で
す
ね
。
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③
家
庭
の
ゆ
が
み
か
ら
の
独
立

私
た
ち
は
家
庭
で
人
生
の
基
礎
を

与
え
ら
れ
ま
す
。
考
え
方
は
家
庭
と

い
う
よ
り
両
親
が
相
当
規
定
し
て
い

ま
す
。
私
の
母
は
社
会
に
対
し
て
劣

等
感
を
持
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま



す
。
そ
の
た
め
、
点
数
に
よ
る
競
争

に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
か

ら
、
私
は
中
高
生
時
代
、
競
争
意
識

の
た
め
、
友
だ
ち
を
作
れ
ず
孤
独
な

時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
母
か
ら
遠
く

離
れ
た
せ
い
も
あ
っ
て
、
大
学
で
は

親
友
が
で
き
ま
し
た
。

私
た
ち
が
知
ら
ず
知
ら
ず
両
親
の

枠
に
規
定
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
ど
う
し
て
知
り
、
そ
こ
か
ら
自

由
に
な
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、

や
は
り
他
人
と
の
交
わ
り
の
中
で
わ

か
っ
て
く
る
の
で
す
。
「
道
を
知
る
は

衆
縁
に
よ
る
」
と
い
う
道
元
の
言
葉

は
深
い
真
理
で
す
。
私
の
難
民
救
援

活
動
の
友
人
の
一
人
は
、
寸
体
を
風
に

「JIl口昌宏さんをと偲んで」附国際MRA日本協会副会長相馬雪香

川 llさんに初めてお臼にかかったのは、 1980年のバンコクでした。長ヲIt、たベトナム戦

争がアメリカの敗北に終わり、多くの難民が国外に逃れた1975年に続いて、カンボ、ジアに

ポノレポト政権が誕生し、徹底した社会改革政策のドて＼首都プノンペンから大々的な下放

が行なわれ、タイの国境に万を数える難民の群が殺到した頃でした。

当時、日本の国内での一般世論は、 というよりは戸の大きい人たちが反米に傾き、難民

に対する同情など一切聞こえず、「日本人は冷たい」との声も出始めていました。そうした

誤解を解〈為にも何とかしなければと、心を通じる人たちの力を得て、「難民を助ける会」

を作ろうとしていた時、難民のことを積極的に考えておられる珍しい方がバンコクにおら

れると聞き、川口さんをお尋ねしました。人を思い泣る温かし、ぉ心を持ち、よく検討した

上でのご自分の決断は困難があっても実行される勇気をお持ちの方だという初印象が深〈

心に刻み込まれました。

川口さんは日本でも数少ない、道路や橋などの専門家として研究成果をあげ、られる一方、

後進の学生の教化にも積極的に動かれました。

MARには先妻の晃さん（87年逝去）の紹介で小川原の｜司際会議に参加されて以来、納得

のいくまで徹底して思考されるご性質で具体的な体験を積みながら、民II付の会合はもとよ

り、タイ、韓国、インドで聞かれたMAR国際会議に参加され、数多くの友情を育みながら、

MARの世界史的意義を感得されたのでした。

昨年夏には、教え子や友人たちを全国から集め、自らの病を告げ、残された時聞を精一

本・・ー たいと勇気を以て語り、奥様の和子ーさんの手厚い看護と愛情にも支えられ、医者の

予想をはるかに越える日々を懸命に生きてこられました。 1月15日の成人の日には、国立

市で「生きるということ・・・新成人へのメッセージ、」というテーマで講演される予定て＼亡

くなられる直前までベッドの上で入念に準備されていたということです。また 3月12日に

聞かれた「偲ぶ全J には六百人を越える人々が集まりましたが、そこで川口さんが望まれ

たことは、ただ故人を偲ぶことではなく、自らが示された積極的な「生き方」を伝え、そ

のお志が引き継がれていくことにあったのではと拝察いたします。

「私がし、なくなって淋しくなる時は人の為に、社会の為にお役に立ちなさし、。そうすれば

淋しくなくなるから」と奥さまに語られたという珠玉の言葉を胸に、川口さんの遺された

玉稿を皆さまと共にお読みしたいと存じます。

さ
ら
し
て
ア
ジ
ア
を
歩
い
て
ご
ら
ん
」

と
言
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
強
烈
で
す
。

④
仕
事
と
挫
折
、
そ
し
て
新
生

生
活
の
た
め
に
人
は
働
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
仕
事
に

は
そ
れ
以
上
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

仕
事
を
通
じ
て
私
た
ち
は
社
会
と
連

帯
で
き
、
自
分
の
存
在
の
意
味
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
て
、
仕
事
を
し
て
行
き
づ
ま
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
若
い
と
き
私
は

自
分
の
論
文
が
受
賞
候
補
に
な
り
、

決
選
で
落
ち
て
か
ら
目
標
を
失
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
周
囲
を
責
め
ま
し

た
。
私
の
大
学
は
研
究
施
設
が
不
十

分
な
の
だ
と
か
、
学
生
が
手
聞
が
か

か
っ
て
し
ょ
う
が
な
い
、
は
て
は
、

家
庭
が
お
も
し
ろ
く
な
い
、
と
い
っ

た
具
合
で
す
。

お
前
が
悪
い
と
指
を
さ
す
と
、
な

ん
と
三
本
の
指
は
自
分
を
指
し
て
い

る
と
い
う
の
で
す
。
結
局
、
こ
の
挫

折
は
、
自
分
の
た
め
に
世
界
は
あ
る

と
い
う
態
度
か
ら
く
る
の
で
す
。
私

は
そ
の
後
、
ロ

l
マ
の
遺
蹟
を
見
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
二

O
O
O
年

も
前
に
こ
ん
な
立
派
な
も
の
を
つ
く

っ
た
こ
と
を
知
っ
て
、
私
な
ど
い
て

も
い
な
く
て
も
よ
い

孟
．

な
ん
だ
と

感
じ
、
一
度
に
挫
折
か
ら
立
ち
直
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
挫

折
は
自
分
の
ご
う
ま
ん
さ
か
ら
生
ま

れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
ご
う
ま
ん

さ
に
気
付
き
、
自
分
を
見
直
し
、
勇

気
を
も
っ
て
自
分
の
壁
を
く
ず
す
こ

と
（
チ
ェ
ン
ジ
）
に
よ
っ
て
、
失
敗

し
て
も
、
恐
ろ
し
く
な
い
謙
虚
な
自

分
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

皆
さ
ん
は
ご
両
親
か
ら
か
な
り
ち

や
ほ
や
と
育
て
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
ら
、
私
の
よ
う
に
挫
折
を
体
験

す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
も
、
そ
の

た
び
に
謙
虚
に
自
分
を
振
り
返
り
、

世
界
は
自
分
の
た
め
に
あ
る
と
い
う

考
え
方
で
は
な
く
、
私
は
世
界
の
た

め
に
あ
る
、
と
い
う
心
で
成
長
し
て

く
だ
さ
い
。
あ
な
た
が
で
き
る
こ
と

は
、
職
場
、
家
庭
、
地
域
、
園
、
地

球
に
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
で
す
。
「
私
は

世
界
の
た
め
に
L

の
心
意
気
で
仕
事

を
し
て
い
っ
た
ら
、
い
つ
死
が
や
っ

て
き
て
も
あ
な
た
の
後
悔
は
少
な
い

こ
と
で
し
ょ
う
。

あ
な
た
を
広
い
世
界
が
待
っ
て
い

ま
す
。
二
十
代
、
三
十
代
は
ほ
と
ん

ど
病
気
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど

ん
ど
ん
働
き
、
活
動
し
て
下
さ
い
。

本
日
は
、
御
成
人
お
め
で
と
う
ご

ざ

い

ま

し

た

。

（

終

）
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台湾選挙浄化運動
を取材して

一白R畠'SdSを予＠ua治＠m
~＆号告す§宙包臼お宮二

昨
年
十
一
月
二
十
七
日
に
投
票
さ

れ
た
台
湾
の
県
長
（
知
事
）
市
長
選

挙
の
選
挙
運
動
の
驚
く
べ
き
光
景
を

先
ず
見
て
ほ
し
い
。

写
真
①
と
②
は
、
選
挙
期
間
中
に

候
補
者
が
数
万
人
単
位
の
有
権
者
に

松下政経塾研究員

五典小野寺
食
事
を
振
る
舞
う
圧
巻
「
流
水
席
（
大

食
事
会
）
L

で
あ
る
。
一
応
建
前
と
し

て
は
会
費
制
だ
が
、
実
際
は
誰
で
も

参
加
で
き
る
。
今
回
私
は
、
台
南
市

の
中
心
部
に
位
置
す
る
片
側
三
車
線

の
中
正
路
を
通
行
止
め
に
し
て
、
一

・2Jj人if,［水町のため に片（!!IJ3 •It線の道路に 、.）f,:べられた 1600テーブル

六
O
O席
が
設
け
ら

a

a

万
人
規

模
の
「
流
水
席
L

を
取
材
し
た
。

各
卓
に
は
十
数
人
が
腰
掛
け
ら
れ

る
。
歩
道
に
は
長
さ
百
メ
ー
ト
ル
に

も
お
よ
ぶ
長
テ
ー
ブ
ル
が
並
べ
ら
れ
、

そ
の
上
に
は
牛
肉
、
海
老
、
野
菜
、

豪
華
な
デ
ザ
ー
ト
な
ど
が
盛
り
付
け

ら
れ
た
皿
が
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
並

ぶ
。
候
補
者
の
挨
拶
が
終
わ
る
と
、

応
援
演
説
な
ど
そ
っ
ち
の
け
で
料
理

に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
七
時
か
ら

十
時
過
ぎ
ま
で
流
水
席
は
続
い
た
。

こ
の
よ
う
な
流
水
席
は
各
候
補
者

に
よ
っ
て
連
夜
行
わ
れ
て
い
る
。
そ

ん
な
わ
け
で
選
挙
期
間
中
は
台
湾
名

物
の
屋
台
も
商
売
に
な
ら
な
い
の
か
、

閉
店
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。

今
回
の
選
挙
は
十
八
県
の
県
長
と

五
市
の
市
長
と
い
う
、
地
方
自
治
体

の
首
長
を
選
ぶ
だ
け
に
市
民
の
反
応

も
鋭
い
。
一
昨
年
の
中
選
挙
区
に
よ

る
国
会
議
員
選
挙
と
異
な
り
、
選
挙

区
内
で
一
人
を
選
ぶ
と
あ
っ
て
選
挙

戦
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
る
。

制
度
改
革
だ
け
で
は
政
治

浄
化
は
実
現
し
な
い

こ
の
よ
う
な
台
湾
の
選
挙
状
況
を

有
権
者
の
側
か
ら
変
え
よ
う
と
、
九

二
年
か
ら
国
際

M
R
A
台
湾
協
会
の

主
導
で
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
よ
る
「
政
治
浄
化
運
動
」
が
始
め

ら
れ
た
。

今
回
は
地
方
選
挙
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
組
織
を
全
国
展
開
し
た
。
台

湾

M
R
A
協
会
を
本
部
に
全
国
十
八

ヵ
所
（
二
十
選
挙
区
）
に
支
部
を
設

け
、
各
支
部
ご
と
に
活
動
す
る
こ
と

と
し
た
。
組
織
名
は
「
全
国
選
挙
浄

化
推
進
委
員
会
」
。
会
長
は
人
格
者
と

し
て
有
名
な
柴
松
林
中
興
大
学
教

授
、
実
行
委
員
会
は

一
昨
年
と
同
じ

劉
仁
州
氏
（
台
湾

M
R
A
協
会
秘
書

長
）
で
あ
っ
た
。

今
回
の
運
動
は
立
候
補
者
お
よ
び

買
収
の
仲
介
者
で
あ
る
里
長
・
村
長

に
「
買
収
を
行
な
わ
な
い
」
と
い
う

宣
言
書
を
送
付
、
署
名
し
て
も
ら
う

手
法
を
と
っ
た
。
前
回
の
署
名
か
ら

一
年
も
経
た
な
い
た
め
、
有
権
者
全

体
に
対
す
る
署
名
活
動
に
は
し
な
か

っ
た
。
立
候
補
者
に
は
前
回
同
様
、

承
諾
書
に
よ
り
「
買
収
行
為
を
行
な

わ
な
い
L

こ
と
を
宣
誓
さ
せ
た
。

立
候
補
者
七
十
七
人
中
五
十
人
が

署
名
に
応
じ
た
も
の
の
、
残
念
な
こ

と
に
里
長
・
村
長
の
う
ち
署
名
し
た

の
は
四
%
足
ら
ず
で
、
買
収
が
日
常

化
し
て
い
る
証
拠
と
劉
氏
は
指
摘
す

る。
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各
政
党
に
も
署
名
を
求
め
た
。
台

湾
に
は
現
在
、
与
党
「
国
民
党
」
、
野

党
「
民
進
党
＼
昨
年
国
民
党
か
ら
分

裂
し
た
「
新
党
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
党
首
あ
る
い
は
幹
事
長
が
「
買
収

な
ど
の
選
挙
違
反
を
し
た
候
補
は
永

久
に
除
名
す
る
。
ま
た
、
買
収
が
発

覚
し
た
場
合
、
党
の
幹
部
も
辞
任
す

る
L

と
の
宣
誓
書
に
署
名
し
た
。

宣
誓
し
た
候
補
の
氏
名
は
数
度
に

わ
た
り
新
聞
で
報
道
。
ま
た
、
投
票

日
当
日
の
朝
刊
に
も
宣
誓
候
補
の
名

が
掲
載
さ
れ
た
。
各
政
党
の
「
買
収

議
員
を
永
久
追
放
す
る
L

と
の
署
名

用
紙
は
そ
の
ま
ま
新
聞
に
掲
載
さ
れ

た
結
果
は
国
民
党
の
候
補
十
三
人
が

当
選
。
野
党
の
当
選
者
は
民
進
党
六

人
、
無
所
属
二
人
の
八
人
に
と
ど
ま

り
、
引
き
続
き
国
民
党
が
過
半
数
を

押
さ
え
た
。
残
念
な
こ
と
に
署
名
に

応
じ
当
選
し
た
候
補
に
も
「
買
収
の

噂
」
が
聞
か
れ
た
。

全
候
補
が
署
名
し
た
台
南
市
で
当

選
し
た
現
職
は
、
地
区
に
よ
り
有
権

者
一
人
あ
た
り
三
千
元
（
一
万
三
千

円
）
か
ら
五
百
元
（
約
二
千
円
）
で

買
収
し
た
と
噂
さ
れ
て
い
る
。

浄
化
運
動
の
実
行
責
任
者
で
あ
る

劉
氏
は
、
「
私
た
ち
の

全
国
選
挙
浄
化

推
進
委
員
会
は
今
年
の
県
議
会
・
市

議
会
議
員
選
挙
、
村
・
里
長
選
挙
、

台
湾
省
長
選
挙
、
そ
し
て
来
る
台
湾

総
統
選
挙
ま
で
継
続
し
て
活
動
し
ま

す
。
政
治
浄
化
は
有
権
者
の
意
識
改

革
で
す
。
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、

継
続
す
れ
ば
必
ず
実
現
し
ま
す
L

と

一一一一口う。
確
か
に
現
状
の
台
湾
の
選
挙
買
収

は
日
本
よ
り
ひ
ど
い
か
も
し
れ
な
い
。

悶

競選向！繍鴻~，~~

し
か
し
、
台
湾
で
は
有
権
者
が
自
ら

政
治
の
姿
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

政
治
改
革
を
政
治
家
だ
け
に
任
せ
、

投
票
に
す
ら
行
か
な
い
有
権
者
が
増

え
て
い
る
日
本
と
は
大
違
い
だ
。

「
有
権
者
の
意
識
が
変
わ
ら
な
け
れ

ば
、
ど
ん
な
選
挙
制
度
に
変
え
て
も

政
治
浄
化
は
実
現
し
な
い
＼
そ
ん
な

感
想
を
強
く
持
っ
た
今
回
の
取
材
だ

っ
た
。

．実行委trnの劉｛：外｜氏（台湾MRA協会泌詐長）

．選挙前伎のキャンペーンに参加する小野寺氏（イi)

－
「
台
湾
選
挙
浄
化
運
動
」

T
V放
映

三
月

一
口
の

T
V
朝
日
ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
は
、

一
昨
年
か
ら
台
湾

M
A
R
の
主
導

で
行
わ
れ
て
い
る
選
挙
浄
化
運
動
を
「

a

枚

の
署
名
用
紙
！
台
湾
選
挙
腐
敗
防
止
の
試

み
」
と
題
し
て
特
集
し
、
運
動
の
責
任
者
で

あ
る
台
湾

M
A
R
協
会
の
劉
仁
州
秘
足
長
ら

の
奮
闘
振
り
が
茶
の
間
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た

0

・
第
二
十
回
通
常
総
会
開
催

去
る
三
月
五
日
、
第
二
卜
回
通
常
総
会
が
全

郵
政
会
館
で
開
催
さ
れ
、
平
成
五
年
度
事
業

報
告
及
び
決
算
報
告
が
満
場

一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
行
わ
れ
た
講
演
会
で
は
、

前
出
の
劉
仁
州
氏
と
同
氏
ら
の
運
動
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ク
イ
ー

ン
ズ
ラ
ン
ド
州
の
市
民
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
汚

職
な
き
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
を
日
指
す
私

た
ち
の
決
心
」
の
推
進
者
の
一
人
で
あ
る
ブ

ラ
イ
ア
ン
・
ラ
イ
ト

l
ラ
l
氏
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
運
動
の
背
景
や
ビ
ジ
ョ
ン
、
そ
し
て
今

後
の
抱
負
な
ど
を
熱
っ
ぽ
く
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

－
ス
タ
デ
ィ
コ
ー
ス
便
り

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
行
わ
れ
て
い
る
第
二
十

回
M
A
R
国
際
青
年
育
成
ス
タ
デ
ィ

l
コ
ー

ス
に
日
本
か
ら
も
加
藤
保
之
さ
ん
（
二
十
三

才
）
が
大
阪
よ
り
参
加
し
て
い
ま
す
。

－
四
月
の
月
例
会
は
四
月
二
十
五
日
（
月
）

午
後
六
時
半
よ
り
全
郵
政
会
館
（
千
駄
ヶ
谷
）

で
。
テ
ー
マ
は
「

M
A円
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
際

セ
ミ
ナ
ー
」
。
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